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１                              問題のページへ 

(1) m≧2 のとき, 1Cm , 2Cm , …, 1C -mm は, すべて自然数であり, m≧3 では, 

12 -mk≦≦ において,  
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ここで, m が素数のとき, m は !k )1,,3,2( -= mk L では割り切れないので, 

2Cm , …, 1C -mm は, すべてmの倍数となる。 

すると, mm =1C であることから, 1Cm , 2Cm , …, 1C -mm の最大公約数 md は, 

mdm = である。 

なお, 2=m のときは, 2C12 = となり, mdm = を満たしている。 

(2) すべての自然数 k に対し, kkm - が md で割り切れることを, 数学的帰納法よっ

て示す。 

(i)  1=k のとき 

01 =- kk は, 明らかに md で割り切れる。 

(ii) lk = のとき 

llm - が md で割り切れると仮定すると,  
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(1)より, 1Cm , 2Cm , …, 1C -mm は md で割り切れるので, )1()1( +-+ ll m は md

で割り切れる。 

(i)(ii)より, すべての自然数 kに対し, kkm - が md で割り切れる。 

(3) (2)より, (ii)の証明の式において, 01 =+l )1( -=l とおくと, mが偶数から,  

1221 CCCC)1(10 -- -+-+---= mmmmmm L  

2CCCC 1221 =+-+- -- mmmmmm L  

すると, 1Cm , 2Cm , …, 1C -mm の最大公約数 md は, 2の約数となる。 

さらに, 22 =d , 16 =d から, md は 1または 2である。 

 

［解 説］ 

(2)までは, 文系と共通の標準的な問題です。ただ, (3)は, 上記のように 5 行程度で

書けてしまいますが, 思いつくまでに, 制限時間をかなり超えてしまいました。 
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２                              問題のページへ 
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(2) (1)より, ÷
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(3) trca =- とおくと, ÷
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となり, 2B , 3B , …と計算すると,  
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すると, ÷÷
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n stssttp L ……(＊)と予測でき

るので, これを数学的帰納法で証明する。 

(i)  1=n のとき 明らかに成立する。 

(ii) kn = のとき 成立を仮定すると,  
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(i)(ii)より, すべての自然数 nに対して, (＊)が成立する。 

そこで, ÷
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(2)から, 0lim =
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z より 11 ＜＜t- となり, また条件から s＞1なので,  
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n→∞のとき, nt →0, ns →∞となり, 0lim =
¥®

n
n

w から, 0=c である。 

このとき, 11 ＜＜ rca -- から, 11 ＜＜a- すなわち 1＜a となる。 

 

［解 説］ 

行列の n乗と数列の極限の融合問題で, 丁寧な誘導がついています。 
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３                              問題のページへ 

(1) まず, 操作(A)を 5 回行い, L に 4 色すべての玉が入っているのは, いずれかの色

の玉が 2回出て, 他の色の玉は 1回ずつ出る場合より, その確率は,  
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また, 同様に, 操作(B)を 5 回行い, R に 4 色すべての玉が入っている確率も
34

15

から, 操作(A)を 5 回行い, さらに操作(B)を 5 回行ったとき, L にも R にも 4 色す

べての玉が入っている確率 1P は,  
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(2) 操作(C)を 5 回行い, L に 4 色すべての玉が入っているのは, 操作(A)を 5 回行い, 

Lに 4色すべての玉が入っている場合より, その確率 2P は,  
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(3) 操作(C)を 10回行い, Lにも Rにも 4色すべての玉が入っているのは, 操作(A)を

10回行い, 4色すべての玉が少なくとも 2回ずつ出る場合である。 

(i)  いずれかの色の玉が 4回出て, 他の色の玉は 2回ずつ出るときの確率 
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(ii) 2つの色の玉が 3回ずつ出て, 他の色の玉は 2回ずつ出るときの確率 
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(i)(ii)より, 
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［解 説］ 

どういう訳か, 最初は余事象で考えようとして深みにはまってしまいました。考え

直した普通の解を上に記しました。なお, (2)は(3)の誘導でしょうが, 不安になってし

まう設問です。 
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４                              問題のページへ 

(1) 円板 1D を平面 ty = )11( ≦≦t- で切断したとき, その

切り口は,  

aztx =+ ,122 ≦  

aztxt =--- ,11 22 ≦≦  

すると, 1D を y 軸のまわりに °180 回転して 2D に重ね

る間に 1D が通る部分 E を, 平面 ty = で切断したときの

切り口は, 右図の網点部となる。 

この切り口の 0≧x の部分の面積は,  
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よって, Eと{ }0|),,( ≧xzyx との共通部分の体積 )( aW は,  
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(2) E の平面 ty = での切り口において, 0≦x の部分の面積 )( tS は, 右上図のよう

に角q を設定すると,  
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ここで, Eと{ }0|),,( ≦xzyx との共通部分の体積を )( aU とすると,  
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これより, a→∞のとき, )( aU →0となるので,  
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［解 説］ 

東大で頻出の立体の求積問題です。題意を読み取り, 軸に垂直な切り口を考えると

いう常套手段で解決できます。なお, (2)は結論を予想して不等式を立てています。 
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５                              問題のページへ 

(1) 11 ＜＜x- , 0¹x のとき, xx xxx
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これより, )(xg¢ ≧0 となり, )(xg は単調に増

加し, 01 ＜＜x- のとき 0)( ＜xg , 10 ＜＜x のと

き 0)( ＞xg となる。 

すると, 11 ＜＜x- , 0¹x のとき,  
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以上より, 100101 9999.099.00.9999 ＜＜ が成り立つ。 

 

［解 説］ 

微分法の不等式への応用問題です。なお, (2)の式変形については, 結論の不等式を
22 10421014 )101(101)101( --+- --- ＜＜ とみて方針を立てました。 

x 1-  … 0 … 1 
)(xg ¢¢   － 0 ＋  
)(xg¢    0   

x 1-  … 0 … 1 
)(xg¢   ＋ 0 ＋  
)(xg    0   
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６                              問題のページへ 

(1) ttt == )(PA)(PA 2211 より,  
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(2) まず, 
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以上より, ③④から, apqqap 2
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3 21 ++- ≦≦ ………⑤ 

(3) 条件より, (2)の結果を用いると, ⑤と同様に,  
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ここで, 321 AAA△ に正弦定理を適用すると,  
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さて, p＜＜x0 において, 関数
x

xx sin)( =f を定義する。 

すると, )( xf は, 右図の xy sin= のグラフにおいて

線分 OQの傾きを表すことより, 単調に減少する。 
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以上より , 3)O),(P( 1 ≦Td が成立し , 同様にすると , 3)O),(P( 2 ≦Td , 

3)O),(P( 3 ≦Td も成り立つ。 

 

［解 説］ 

図形の総合問題ですが, 前期日程とは思えないほどの質と量です。特に(3)の設問は, 

アバウトに評価すると結論が示せず, ずいぶん時間がかかりました。この箇所は, や

や雑な書き方になっています。なお, (1)の結論式についている絶対値は, 必要不可欠

ではありません。 
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